
川田ふ世

mz
-m引
恒
之
容
梢
綴
い
だ
。

ヤ

チ

谷

内

能

楽
部
川

mの
内
の
小
字
。

ヤ
チ

谷
内

河
北
郡
英
印
刷
岬
に
鴎
す
る
部
W

問。

ヤ

チ

谷

内

用
羽
咋
郡
樹
見
の
内
の
小
手
。

ヤ

チ

谷

内

山
ぬ
郡
金
丸
の
内
の
小
字
。

ヤ
チ

谷
内

出
品
川
州
出
行
の
内
の
小
手
。

ヤ
チ

谷

内

腿

応
部
熊
木
院
に
闘
す
る
部
、
問
。

ヤ
チ

谷
内

風
京
消
何
限
凶
郷
に
関
す
る
部
町
問
。

能
資
名
跡
芯
に
、
『谷
内
村
に
千
宿
衛
門
と
い
ふ
あ

り
。
音
は
此
山
ハ
お
洲
山
〉
の
一
一
米
と
い
ふ
加
に
あ
り

ヒ
L
r
J
dw

し
よ
白
、

一
束
千
右
術
門
と
い
ふ
。
先
制
は
ホ
府
判

官
同
日
久
白
子
信
吉
乙
い
ふ
人
の
子
孫
也
と
い
へ
り
。

V
A
同
村
の
打
越
の
興
兵
衛
と
い
ふ
百
姓
も
、
錬
れ
秘

五
郎
円
以
政
の
子
孫
の
よ
し
。
』
と
あ
る
o
大
日
本
地
名

酢
引
に
は
、
日
本
後
紀
大
間
三
年
の
僚
に
見
え
る
大

市
院
を
、
三
升
・大
市
符
旧
日

ι
次
第
す
る
を
見
れ
ば
、

里
山
恒
の
上
か
ら
こ
の
谷
内
村
あ
た
り
で
あ
ら
う
と
言

う
て
知
る
が
、
加
に
似
協
の
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。

ヤ

チ

谷

内

閲
主
郡
山
町
沼
田
臨
谷
の
内
の
小
手
。

ヤ

チ

谷

内

邸
主
部
巾
抑
制
の
内
の
小
、
吉
。

ヤ

チ

谷

内

悶
京
都
鈴
僚
の
内
の
小
手
。

ヤ
チ
ガ
ハ

谷
内
剣

山

応
郡
三
引
の
内
の
小
字
。

ヤ
チ
カ
ミ

谷

紳

羽

同
部
他
H

野
方
四
却
に
画
す
る

部
孫
。

ヤ
チ
カ
ミ
ヲ
マ
ノ
シ
ヤ

谷
紳
熊
野
社
用
羽
咋
郡

谷
討
に
鎮
座
す
る
。
龍
野
郷
の
惣
副
で
あ
っ
た
と
い

ひ
、何
年
初
十

一
月
四
日
に
赤
当
の
祭
が
行
は
れ
た
。

古
へ
こ
の
日
熊
野
郷
門
に
紅
誌
が
降
っ
た
判
的
で
あ
る

こ
、

ド。

J
L

d
 

ヤ
チ
ジ

谷
内
地

問
草
加
閉
山
の
内
の
小
手
。

ヤ
チ
ジ
谷
内
地

図
京
都
大
川町
ハ
今
の
束
大
野
〉

の
内
の
小
字
。

ヤ
チ
ホ
コ
ジ
ン
ジ
ヤ

m
羽
咋
都
府
必
庄
に
臨
す
る
部
第
。

小
手
ぷ
廿
則
水
と
も
い
ひ
、
動
的
川
の
水
を
引
〈
こ

と
一
二
粁
に
指
叫
ん
と
す
る
o
江
沼
志
稲
に
、『
延
期
叫
七

年
十

一
却
制
谷
内
服
矢
山
野
へ
総
越
、
邸
前
五
太
夫

新
聞
江
筋
見
立
制
張
す
。
同
入
年
二
且
下
旬
江
肪
山
u

前
初
り
、
八
万

H
三
日
成
拡
、
矢
川
野
へ
水
下
る
。

子
今
八
且
汁
三
日
矢
凶
旧
日
鋲
守
勅
使
従
江
山
祭
随
あ

り
、
諮
光
院
制
動
。
同
日
夜
中
村
の
宮
に
て
角
力
-

m之
節
御
紋
付
灯
慨
を
院
す
都
、
於
子
今
抑
制
之
泡

也
。
』
と
見

足
、
又
江
泊
榔
統
記
に
、『矢
旧
野
用
水
の

訴
は
、
勅
使
村
積
出μ
江
山
の
問
、
杭
出
村
領
に
御
則

恨
有
り
。
此
よ
り
流
れ
、
那
谷
川
に
A
h
L
、
臨
日
間
に

て
十
文
字
に
那
谷
の

下
を
泌
'り
、
小
手
ぷ
廿
を
綬
て

御
仰
に
ア
甲
山
り
、
且
体
村
飢
か
り
や
の
同
山
川
聞
を
一
泊
り
、

前
村
領
の
犯
へ
入
る
。
昔
此
用
水
の
御
山
総
容
易
の

事
に
非
ず
と
い
へ

b
。
左
も
あ
る
べ
し
。

小
手
ぷ
u

の
山
を
切
口
き
、
文
御
則
叫
庄
一
日
川
土
阪
の
門
出
色
、
今
も

日
を
明
川
か

t
o
o
H
h比
・
町
村
に
十
村
有
h

りて
、
併
を

諮
助
と
い
ふ
。
此
ヰ
H

に
間
取
彼
仰
山
刊
し
に
、
背
肘H
を

以
て
人
足
を
叩
き
立
て
し
と
か
や
。
県
川
の
う
た
今

も
庄
村
に
抽
出
り
て
、
一
一
一
度
阪
食
て
も
小
手
が
符
は
い

や
ち
ゃ
い
や
な
笹
山
さ
ん
の
背
引
に
、
と
調
ふ
と
い

へ
り
。
』
と
あ
る
。

ヤ
タ
ヒ
ロ
ツ
ラ
矢
田
鹿
貫

泊
抑
制
六
郎
兵
衛
。

前
山
土
佐
守
直
仰
の
家
老
職
を
勤
め
、
紛
ら
長
谷
川

振
の
引
を
能
く
し
て
四
如
軒
又
は
四
如
翁
と
蹴
し

た
。
寛
政
六
年
五
且
五
日
七
十
七
訟
を
以
て
授
。
そ

の
詰
に
吉
野
十
況
泌
山
比
例
記
が
あ
る
。

ヤ
主
ベ

矢

田

部

J
ヤ
タ

矢
川
(
出
品
)
。

ヤ
タ
ベ
テ
ン
ジ
ン
シ
ヤ
矢
田
部
天
紳
社

臨
応

部
矢

mの
松
尾
山
に
銀
座
L
、矢

m
-竹
川
・古
鹿
山
間
・

天
制
河
原
・後
品
五
令
部
古
川
の
箆
土
利
で
あ
る。

ヤ
タ
リ
ヨ
ウ
ケ
イ
矢
田
一
反
栓
加
幻
滞
の
外
科

留
で
、
百
五
十
石
を
領
L
、
亭
保
元
年
授
。

子
孫
朋

ヤ
タ
ー
ー
ヤ
ナ

八
千
鉾
紳
位

(
郎
富
町
名
)
に
銀
座
す
る
。
資
踏
の
枇
蹴
帳
に
は
大
穴

持
祉
と
あ
る
も
の
で
あ
る
が
、
天
明
中
か
ら
梨
谷
小

山
枇
と
互
に
大
穴
持
倣
有
刺
枇
た
る
こ
と
を
伊
ひ
、

終
に
本
枇
は
入
千
銭
前
枇
と
改
め
た
。

ヤ
チ
ヤ
マ

谷
内
山

河
北
郡
多
聞
部
都
の
東
北

に
在
る
山
。
お
さ
一

O
二
米
。
地
質
第
三
紀
口
問
。

ヤ
チ
ヤ
マ
ジ
谷
内
山
地

邸
主
制
塁
の
内
の
小

骨
才
。

ヤ
チ
ワ
ダ

手
。

谷
内
和
田

邸
宅
部
和
則
の
内
の
小

羽
咋
郡
町

ヤ
ツ
ヅ
カ
ヤ
マ
八
海
山

河
北
郡
御
所
の
北
方
、

小
坂
地
内
の
山
脊
に
小
斤
.
拭
を
な
す
も
の
が
入
悩
あ

り
、
恩
人
は
八
一
峰
山
と
帯
す
る
。
=
一
州
紀
問
に
、
『御

所
村
領
内
に
、音
二
僚
の
御
所
御
屋
数
跡
之
闘
に
耐
、

村
之
上
に
有
之
候
。
右
屋
敷
跡
よ
り
五
六
町
佐
の
山

の
儲
に
、
原
八
つ
御
築
か
せ
の
闘
に
耐
今
に
有
之
。

何
塚
と
も
不
知
候
。
』
と
あ
る
。
し
か
し
之
を
的
墜
と

は
見
ら
れ
な
い。

ヤ
ツ
デ
J
h
F
キ

八

手
J

瀧

能
義
郡
丸
山
地
内

で
、
部
訴
か
ら
東
北
二
粁
徐
を
陥
て
た
芋
谷
に
在

る
。
高
さ
一
一
四
米
。

ヤ
ヅ
メ
キ
ヨ
カ
ハ
コ
時
間
集
清
河
子

三
代
白
銀

光
学
天
皇
の
仁
和
元
年
十
二
且
サ

一
日
の
僚
に
見
え

る
節
婦
道
今
古
の
母
で
あ
る
。
泊
河
子
年
品
川一

で
初

め
て
嫁

L
、
そ
の
夫
の
夜
後
再
餓
せ
ず
し
て
仰
を
守

。
、
齢
七
十
六
で
終
っ
た
。

ヤ
ト
h
y

矢

徳

↓

ヤ
ト
ク
ヲ
ギ
ノ
ヒ
ラ
矢
徳

↑
火
“

r

。

司

Zヤ
ト
ク
ヲ
ギ
ノ
ヒ
ラ
矢
徳
萩
平

岡
表
部
七
加

に
回
附
す
る
部
目
前
。
明
治
中
に
京
り
矢
俗
と
改
め
た
。

ヤ
ド
ミ
ハ
ラ
宿
見
原

臥
歪
郡
上
河
内
の
内
の

小
手
。ヤ

ド
メ

能
且
有
名
跡
芯
に
、
気
多
榊
枇
の
御
川
祭
の
こ
と
を
述

べ
て
『
昔
は
近
筋
泣
く
て
、
H
mの
保
へ
か
t

ふり
、

宿
女
村
の
宮
に
御
一
宿
あ
り
し
也
。
依
て
街
女
の
名

有
。
』
と
記
す
る
。

ヤ
ド
メ
シ

ヤ

宿

女
枇

羽
咋
郡
宿
女
に
鎮
座
す

る
c
能
串
刊
誌
に
、
『
柏
市
女
，
宮
は
祁
抑
制
問
射
訓
枇
と
秘

し
て
、
石
動
山
夫
総
石
三
つ
の
一
つ
に
て
、
山
御
肉

体
の
榊
也
。
品
川
体
は
石
な
り
。
』
と
あ
る
。
式
内
抑
制
却

悶
比
時
榔
枇
た
る
を
宅
取
し
た
・」
と
も
あ
る
の
で
あ

w
h
v

。ヤ
ド
メ
ヅ
カ
矢
周
回
塚

江
刑
制
作
川
時
の
問
刷
に

在
っ
て
、
問
削
ご

O
米
、
新
木
を
中
山
じ
て
ゐ
る
o
音

松
山
城
と
片
山
知
の
ミ
サ
ラ
シ
械
と

h
に
矢
官
射
合

う
た
時
、
塚
の
榊
が
之
を
倒
的
て
、
双
方
の
矢
が
共

に
こ
t
h

に
wm
ち
た
と
の
併
設
を
符
す
ろ
。

ヤ
ナ
ガ
セ
ノ

エ
キ

柳
ヶ
璃
の
役

天
一
牛
T
年山市

m肪
家
は
、
須
山
市
禿
古
口
の
勢
力
が
勃
興
し
た
の
を
快

か
ら
ず
と
し
た
が
、
先
づ
何
っ
て
前
川
利
家
却
す
を
訟

は
し
て
、
十

一
且
和
鋭
を
締
せ
し
め
た
。
し
か
も
禿

育
は
勝
一
戒
の
民
訟
を
山
市
川
し
、
十
二
月
以
く
も
柴
旧
肪

山
を
蹄
う
て
己
に
鉱
せ
し
め
、
そ
の
城
地
長
部
を
以

て
北
凶
を
制
す
る
の
本
協
と
し
、
同
舟
岐
阜
に
於
い

て
跡
戸
信
孝
と
締

mし
た
後
、
直
に
卿
ヶ
湘
附
近
に

主
っ
て
地
迎
を
踏
資
L
、
知
十
一
年
正
月
一
件
び
同
地

に
半
目。
、
川
を
天
刑
山
に
築
き
、
刈
羽
山
此
努
を
し
て

こ
の
方
聞
の
除
視
に
任
ぜ
し
め
、
二
且
伊
勢
に
往
い

て
勝
家
の
問
問
湘
川
一

命
を
討
伐
し
た
。
勝
家
乃
ち

然
保
に
限
へ
ず
、
同
且
七
日
沿
道
の
与
を
除
い
て
兵

を
近
江
に
入
ら
し
め
た
が
、
そ
の
総
帥
は
佐
久
間
昨
日

政
で
、
先
鈴
は
別
問
利
M
N
で
あ
っ
た
。
次
い
で
=
一
且

四
日
勝
家
は
前

m利
家
以
下
を
一
軍
ゐ
て
除
庄
を
羽
目

L
、
九
日
近
江
に
入
り
、仰
を
仰
ヶ
湖
に
近
き
内
申
同
地

山
に
張
っ
た
。
努
古
口
一
は
勝
家
の
附
帥
仰
を
問
い
て
伊
勢

八
六
三

宿
支


